


    悩み

     人工肛門になったため、パウチ交換がうまくいかず悩んだ。 


    助言

    
              【うまくいかない点を整理して担当看護師や医師に相談する】




  
  人工肛門について手術前には説明で理解できていたとしても、術後、実際に人工肛門を自分のからだの一部として受け入れるのはつらいものです。このように気持ちが揺れ動くなか、人工肛門の管理や装具の交換を覚えていく必要がありますが、うまくできないと焦りも生じると思います。
人工肛門の管理に関しては、入院中に一通りの説明や指導があります。最初は、看護師が実施するのを見学しながら覚えていき、その後自分で練習していくことになると思います。
入院中うまくいかないときは、すぐに看護師等に相談できますが、自宅に戻ってから、何か問題が生じると困ってしまうと思います。自宅に戻ってから、便がもれたり、皮膚のトラブルが生じたり、いろいろ問題が生じた場合は、担当医か外来の看護師に相談してみましょう。
ここでは悩みとして、パウチ交換がうまくいかないとありますが、どこがうまくいかないのか、まず自分で問題を整理してみましょう。たとえば、貼るときによく見えずにうまく貼れない、皮膚のしわのあたりからもれやすい、外出時のトイレが狭くてうまく交換できない、皮膚がかぶれやすい、等いろいろあると思います。
病院によっては、ストーマをつくった患者さんの専門外来として、ストーマ外来を設置しているところもあります。また、皮膚・排せつケア認定看護師の資格を持った看護師がいる病院もありますので、そういった資格を持つ看護師に相談してもよいでしょう。あるいは、オストメイトと呼ばれる先輩患者に相談してみてもよいかもしれません。
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